
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

1 − C − 3

　　　　小青竜湯の抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウイル ス 活性
一
腸管バイエ ル板細胞に対する影響及び気道炎症モデルにおける抗ウイルス活性一

北里研究所 ・東洋医学総合研究所

○永井隆之 、 松本　司 、 山田陽城

【目的】我々 は既に 小青竜湯を マ ウ ス に 経口投与する こ とによ り 、 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル

ス （IFV）の 型及び亜型を超 え て 抗 IFV 活性を示 し、気道 中で の 抗 IFV 抗体価が 上昇す

る こ とを明 らか と した 。

L・2）
しか し、経 口投与 した小青竜湯が気道中 で 抗 IFV 活性 を 示

し、 抗体価 を上昇 させ る作用機序 に つ い て は明 らか に されて い な い
。 気道 、 消化管等の 粘

膜に は共通免疫機構が 存在 して い る と考え られ て おり、体内い ず れ か の 粘膜が 抗原刺激 さ

れ る と他の粘膜に お い て も免疫系が活性化 され る こ とが知 られ て い る 。 そ こ で 今回 は 、 小

青竜湯を経 m 投与 した マ ウ ス に IFV を上気道感染 させ た と き の 消化管に お け る粘膜免疫

系を構成す る腸管 バ イ エ ル 板細胞 に 対する影響に つ い て 検討 した
。

…
方 、 小青竜湯は気管

支喘息 の 治療に 臨床的に用 い られ て お り、 気管支喘息患者 は IFV 感染 の ハ イ リス クグル
ー

プ の ひ とつ で ある 。 そ こ で 、
マ ウ ス で 作製 した 気道炎症 モ デ ル に お け る小青竜湯の 抗 IFV

活性を検討 した 。

【方法】BALB ／c マ ウ ス （7 週齢、雌性）に マ ウ ス 馴化 IFV 　A ／PR ／8／34 （HINI ） を上

気道感染 させ 、 5 日後に 腸管 バ イ エ ル 板細胞を採取 した 。 細胞の 表面 マ
ー

カ
ー

は フ ロ
ーサ

イ ト メ ーターで 解析 した 。 気道炎症 モ デ ル は 、 腹腔内に 卵白 ア ル ブ ミ ン （OA ） と水酸化

ア ル ミ ニ ウ ム ゲ ル を投与 して 感作 した BALB ／c マ ウ ス にOA 溶液 を吸入 させ る こ と に よ り

作製 した 。

【結果】 マ ウ ス に IFV 感染 7 日前よ り 4 日後ま で小青竜湯を 1g ／kg経 口投与 し 、
　 IFV を

上 気道感染させ た 結果、IFV 感染 5 日後に お い て 、 水を経 匚コ投与 した群 に比 べ 、バ イ エ ル

板細胞 におけ るIL−2 レ セ プ タ
ー

β鎖陽性の T 細胞 （活性化 T 細胞）が約 3倍 に 増加 した 。

気道炎症 モ デ ル マ ウ ス に IFV を上気道感染 させ 、 感染 2 時間後よ り 4 日後 ま で 小青竜湯

を 1g ／  で経 口投与 した とこ ろ 、
　 IFV 感染 5 日後 に お い て 鼻腔 IFV 価 の 有意な低下が 認

め られ た 。

【考察】小青竜湯を経 口投与 し、IFV を感染 させ る こ と に よ り腸管 バ イ エ ル 板 の T 細胞が

活性化 され る こ とが 明 らか とな っ た 。 更に 、 小青竜湯 は 気道炎症 モ デ ル に お ける IFV 感

染の 治療に 有効で ある可能性が示唆 さ れ た
。
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